
災害時要援護者対策の推進
公平で安心な高齢化社会・少子化対策

〈 栃木県 日光市 三宿沢（さんのしゅくさわ） 〉

箇所概要
三宿沢では、古くから上流域の荒廃が進み、豪雨の度に土砂流出があったことから、砂防堰堤を整

備し、下流の集落を保全してきた。また、上流域の熱水変質を受けた凝灰角礫岩が新たに基盤崩壊を

生じ、豪雨の度に大量の土砂を流出していることから、平成１４年度より火山砂防事業で砂防堰堤２

基を整備することとした。

平成１４年６月の台風６号に伴う豪雨により、上流域の新たな山腹崩壊や渓床に堆積していた多量

の不安定土砂が２次移動し、上流域の既設堰堤の捕捉能力を大きく上回っていることから、早急な整

備を行い、人家１０戸や災害時要援護者関連施設（特別養護老人ホーム：重要施設）の保全を図る。

保全対象保全対象 堆積土砂撤去状況堆積土砂撤去状況

火山砂防事業の効果

特別養護老人ホーム特別養護老人ホーム

（全体事業）

Ｈ１４～Ｈ２０、砂防えん堤 ２基

１号えん堤(ｺﾝｸﾘｰﾄ) Ｈ＝８．５ｍ Ｌ＝５４．０ｍ

２号えん堤(ｺﾝｸﾘｰﾄ+鋼製ｽﾘｯﾄ) Ｈ＝１２．５ｍ Ｌ＝９９．０ｍ

台風６号による土砂流出状況台風６号による土砂流出状況

災害時要援護者関連施設である福祉施設等が保全され、安全で安心
できる生活基盤の確保など、極めて重大な被害の発生防止に貢献！！
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渓流内に多量の不安定土砂が堆積


